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下水道研究部 下水道研究室 
室長 岩﨑 宏和 研究官 川島 弘靖 研究官 平出 亮輔 研究員 中村 裕美 交流研究員 渡邉 航介

（キーワード） 下水道、紙オムツ受入、生活利便性向上 

１．はじめに 

国土交通省は、2017年8月に「新下水道ビジョン加

速戦略」をとりまとめ、住民の生活利便性向上に関

する重点施策の一つとして、高齢化社会等への対応

としての下水道への紙オムツ受入れ可能性の検討を

位置づけた。また、2018年3月には、「下水道への紙

オムツ受入に向けた検討ロードマップ」（以下、「検

討ロードマップ」という。）を策定した。 

 以上の背景のもと、国総研では、検討ロードマッ

プに基づき、下水道への紙オムツ受入に関する技術

的課題及び対応策についての検討を開始した。 

２．Aタイプ（固形物分離タイプ）の検討状況 

 検討ロードマップでは、下水道への紙オムツ受入

に向け、3タイプの紙オムツの処理方式を想定し、各

タイプについての受入条件等をガイドライン（案）

として順次公表していくこととしている（図参照）。 

Aタイプの処理方式では、塩化カルシウム等の離水

剤を用いて高分子吸水剤から水分を離水させるとと

もに、紙オムツに付着した汚物を分離し、紙オムツ

はゴミとして回収し、分離排水のみ下水道に排出さ 

 

 

 

れる。このため、分離排水の水質と、下水道システ

ムへの影響の程度を確認した。下水道への追加的負

荷となる塩化物イオン、カルシウムイオン等の簡易

試算結果及び文献調査等により、Aタイプの処理方式

による下水道システムへの影響について検討した。 

検討結果から、紙オムツ受入にあたっては、生物

処理や下水道施設への影響、処理水等の農業利用の

観点から、塩化物イオン濃度に留意する必要がある

ことを確認した。 

３．今後の展開 

今後は、Bタイプ及びCタイプの処理方式による下

水道への紙オムツ受入条件の提示に向け、机上検討

及び実験等により、下水道システムに与える影響に

ついて検討を進めていく予定である。 

☞参考情報

1) 国土交通省：下水道への紙オムツ受入実現に向け

た検討ロードマップを策定,報道発表資料,平成30年

3月23日

http://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo1

3_hh_000368.html
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図 下水道を活用した紙オムツの処理方式 
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１．はじめに

旧建設省では、工事中の事故の発生などに鑑み、

1992年度に「公共工事の発注における工事安全対策

要綱」を策定し、これに基づき1993年度に建設工事

事故データベースシステム（以下、SAS）の構築を行

い、事故データを集積するとともに公共工事におけ

る施工の安全確保に努めている。

国総研は、ICT施工等の活用により生産性を向上さ

せる新技術開発、普及施策の研究を行っている。こ

の研究の一つとして、建設現場の労働生産性向上に

不可欠な建設現場の安全性を向上に向けて、建設事

故の分析及びAI（人工知能）を活用した事故発生予

報に向けた検討を行うものである。

２．既往研究における事故要因分析手法

事故の要因分析は、建設施工現場以外にも医療分

野や鉄道、航空機などでも実施されている。

その手法の一つとして、アメリカの国家航空宇宙

局で事故の分析に用いられた４M５E（４E）分析法が

ある。発生した事故要因を、４つの分野MAN〔人〕、

MACHINE〔設備・機械・器具〕、MEDIA〔環境〕、MANAGEMENT

〔管理〕）に分類整理するとともに、その対策を4

つの分野（Education〔教育・訓練〕、Engineering

〔技術・工学〕、Enforcement〔強化・徹底〕、Example

〔模範・事例〕）で整理するものである。

また事故の要因分析方法としては、別にSHELモデ

ルに着目したSHEL（m- SHEL）分析法がある。SHEL

モデルとは、下図のように当事者である人間（中心

のL: Liveware）が最適な状態を保つためには４つ及

び全体を囲むm:managementの要因が影響しているこ

とを表し、各領域間の関係に隙間やズレが生じると

エラーが起こるとされている。

３．研究実施方針

まず、国土交通省で構築しているSAS内に保存して

いるSASデータについて、主な事故分類別に被災者の

年齢や経験年数での傾向や、事故要因に関して整理

し、今後の研究方向性を検討して参りたい。

図-2 SHELモデル

図-1 ４M4E分析法の整理イメージ
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m：management 管理要因

S:software 手順書、マニュアル、規則など

H:hardware 道具や設備機械

E:environment 温度湿度、照度等の環境

L:liveware 自分自身

L:liveware 自分を取り巻く周囲の人間
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